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国
語
教
材
と
し
て
の
「
丹
波
与
作
」

福
岡
女
子
大
学
国
際
文
理
学
部
紀
要

「
文
藝
と
思
想
」
第
八
二
号
　
二
〇
一
八
年
二
月
　
一
～
一
八
頁

国
語
教
材
と
し
て
の
「
丹
波
与
作
」

―
近
代
以
降
の
近
松
作
品
テ
キ
ス
ト
の
影
響
と
教
材
観
―大

久
保
　
順
　
子

こ
れ
ま
で
井
原
西
鶴
や
上
田
秋
成
の
作
品
教
材
例（

（
（

を
も
と
に
、
近
世
文
学
作
品
の
国
語
科
教
材
化
と
テ
キ
ス
ト
の
あ
り
方
の
変
遷
に

つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
検
討
を
通
し
て
、
教
材
本
文
の
収
録
及
び
解
説
、
文
学
史
的
記
述
に
至
る
ま
で
の
教
材
の
展
開
が
、
近
代
以

降
の
当
該
作
品
の
評
価
の
推
移
、
文
学
的
研
究
の
動
向
、
本
文
テ
キ
ス
ト
の
刊
行
状
況
、
さ
ら
に
は
昭
和
初
期
に
至
る
国
語
科
教
授
要

目
の
改
訂
等
と
関
連
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
他
の
近
世
作
品
の
教
材
例
で
は
ど
の
よ
う
な
問
題
が
み
ら
れ
る
の

か
を
、
さ
ら
に
検
証
し
た
い
。
以
下
、
本
論
で
は
、
近
松
門
左
衛
門
の
作
品
を
採
用
し
た
教
材
本
文
や
解
説
書
の
記
述
等
か
ら
、
そ
の

教
材
観
や
指
導
観
、
作
品
受
容
の
動
向
を
考
察
す
る
。

一
　
近
松
浄
瑠
璃
の
活
字
翻
刻
テ
キ
ス
ト
の
動
向
（
教
材
化
の
前
提
）

日
本
近
代
の
国
語
教
科
書
の
近
世
作
品
の
教
材
採
用
の
動
向
を
読
み
解
く
た
め
に
、
ま
ず
明
治
期
以
降
に
そ
の
作
品
本
文
が
ど
の
よ

う
な
テ
キ
ス
ト
で
定
本
化
さ
れ
て
普
及
し
、
文
学
作
品
と
し
て
の
評
価
を
得
て
い
た
か
を
み
る
こ
と
と
す
る
。
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明
治
期
の
近
松
研
究
史
に
お
い
て
は
、
主
に
「
明
治
維
新
以
降
」
の
「
演
劇
改
良
運
動
」
等
の
「
戯
曲
へ
の
関
心
の
高
ま
り
」
を
背

景
と
し
て
明
治
二
十
年
代
に
盛
ん
に
展
開
し
た
、
坪
内
逍
遥
や
饗
庭
皇
村
等
や
近
松
研
究
会
（『
早
稲
田
文
学
』）
に
よ
る
近
代
戯
曲
研

究
と
近
松
評
価
、
当
時
改
作
さ
れ
た
浄
瑠
璃
の
上
演
を
め
ぐ
る
福
地
桜
痴
や
高
山
樗
牛
と
逍
遥
等
の
論
争（

（
（

等
が
、
重
要
な
も
の
と
し
て

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

特
に
こ
の
時
期
の
近
松
研
究
の
興
隆
に
は
、
近
松
浄
瑠
璃
テ
キ
ス
ト
の
刊
行
状
況
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
明
治
十
年
代

の
丸
屋
善
七
『
や
ま
と
文
範
』
の
後
、
明
治
二
十
年
代
に
武
蔵
屋
叢
書
閣
の
早
矢
仕
民
治
に
よ
る
「
武
蔵
屋
本
」
が
登
場
し
、
近
松
浄

瑠
璃
正
本
五
十
六
篇
が
活
字
翻
刻
化
さ
れ
た
。
明
治
二
十
年
代
は
、
史
籍
集
覧
や
温
知
叢
書
等
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
明
治
期
古
典
翻

刻
叢
書
の
刊
行
が
始
ま
っ
た
時
期
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
叢
書
の
中
で
、
武
蔵
屋
本
は
「
従
来
の
稽
古
本
の
非
大
衆
性
を
難
じ
、
一
方
散

逸
を
お
そ
れ
て
活
字
化
を
企
図
し
た
、
真
に
良
心
的
な
翻
刻
態
度
」
の
書
で
あ
っ
た（

（
（

と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
版
を
重
ね
る
う
ち
、
複
数

社
に
よ
る
模
倣
本
も
出
る
事
態
と
な
り
、
そ
の
た
め
「
当
時
他
に
比
べ
う
る
古
典
の
作
家
は
な
か
っ
た
」
程
に
「
近
松
丸
本
を
読
み
物

（L
esedram

a

）
と
し
て
大
量
に
普
及
す
る
こ
と
に
な
っ
た
」
と
い
う
。
こ
の
武
蔵
屋
本
は
、
逍
遥
等
の
近
松
研
究
会
の
テ
キ
ス
ト
と
な

り
、
後
の
博
文
館
帝
国
文
庫
版
の
近
松
作
品
の
底
本
と
も
な
っ
て
い
る
。

「
近
松
文
学
を
ひ
と
し
並
に
読
物
化
す
る
こ
と
」
で
作
品
テ
キ
ス
ト
が
普
及
し
た
明
治
二
十
年
代
か
ら
三
十
年
代
に
か
け
て
、
盛
ん
に

論
じ
ら
れ
た
『
早
稲
田
文
学
』『
帝
国
文
学
』
の
近
松
論
が
、
全
般
的
に
西
洋
戯
曲
と
の
比
較
文
学
的
評
論
研
究
に
留
ま
っ
て
い
た
の
に

対
し
て
、
浄
瑠
璃
正
本
の
本
文
の
実
証
的
な
分
析
を
行
う
国
文
学
研
究
は
、
明
治
四
十
年
代
の
藤
井
乙
男
『
巣
林
子
評
釈
』
や
水
谷
不

倒
『
近
松
傑
作
全
集
』
等
の
基
礎
テ
キ
ス
ト
か
ら
始
ま
っ
た
、
と
佐
藤
彰
は
指
摘
す
る（

（
（

。
そ
の
後
、
大
正
期
に
は
「
近
松
二
百
年
忌
記

念
祭
」
の
企
画
に
よ
る
顕
彰
事
業
が
行
わ
れ
る
中
、
浄
瑠
璃
研
究
は
よ
り
実
際
的
な
も
の
へ
と
転
換
が
図
ら
れ
て
い
っ
た（

（
（

。
こ
の
頃
、

木
谷
蓬
吟
編
『
大
近
松
全
集
』
十
六
巻
（
同
刊
行
会
、
大
11
～
14
）、
藤
井
紫
影
編
『
近
松
全
集
』
十
二
巻
（
春
陽
堂
、
大
14
～
昭
３
）、

小
林
栄
子
編
『
近
松
時
代
浄
瑠
璃
集
成
』（
大
10
）・『
近
松
世
話
浄
瑠
璃
集
成
』（
大
11
）
等
の
他
、
有
朋
堂
文
庫
、
日
本
名
著
全
集
、

日
本
古
典
全
集
、
近
代
日
本
文
学
大
系
等
の
古
典
翻
刻
叢
書
が
多
種
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
活
字
翻
刻
テ
キ
ス
ト
が
大
量
に
普
及
す
る
時

代
を
迎
え
た
と
い
え
る
。
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国
語
教
材
と
し
て
の
「
丹
波
与
作
」

先
考
で
検
討
し
て
き
た
西
鶴
や
秋
成
の
作
品
と
比
べ
て
、
浄
瑠
璃
作
品
の
テ
キ
ス
ト
に
は
独
特
の
性
質
が
あ
る
。
浄
瑠
璃
の
正
本
は

本
来
、
浮
世
草
子
や
読
本
の
よ
う
に
初
め
か
ら
小
説
的
な
「
読
み
も
の
」
と
し
て
「
書
か
れ
た
」
存
在
と
し
て
の
言
葉
で
は
な
い
。
浄

瑠
璃
の
人
形
の
動
き
や
語
り
、
も
し
く
は
役
者
の
演
技
や
台
詞
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
想
定
し
た
曲
節
の
譜
等
が
細
か
に
記
さ
れ
た
芝
居

の
台
本
の
よ
う
な
も
の
に
相
当
す
る
。
こ
の
正
本
に
「
記
さ
れ
た
」
台
詞
や
音
や
動
き
の
譜
は
、
上
演
さ
れ
る
舞
台
に
お
い
て
観
客
に

「
語
り
物
」
と
し
て
見
聞
き
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
正
本
は
江
戸
時
代
か
ら
既
に
、
詞
章
に
節
付
け
や
挿
絵
等
を
加
え
た
版
本

と
し
て
刊
行
さ
れ
、
細
字
本
か
ら
八
行
本
、
七
行
本
等
へ
と
形
式
を
変
化
さ
せ
つ
つ
普
及
し
て
い
る（

（
（

。「
語
り
物
」
と
し
て
上
演
さ
れ
る

舞
台
劇
作
品
の
存
在
と
同
時
に
、
読
ま
れ
る
版
本
の
正
本
も
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

武
蔵
屋
本
や
各
叢
書
等
、
明
治
期
の
「
近
松
門
左
衛
門
」
の
作
品
集
成
と
活
字
翻
刻
化
も
、
こ
の
江
戸
時
代
か
ら
の
正
本
受
容
の
流

れ
を
受
け
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
文
字
に
書
か
れ
、
語
句
や
文
と
し
て
読
ま
れ
て
い
た
「
語
り
物
」
が
、
近
代
以
降
に
活
字
化
さ
れ
た

後
、
テ
キ
ス
ト
の
形
態
や
扱
わ
れ
方
の
変
化
が
受
容
者
側
の
作
品
観
の
変
化
に
も
影
響
し
、（
西
鶴
浮
世
草
子
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う

に
）
以
後
の
「
近
松
」
も
ま
た
、「
近
代
以
降
に
価
値
を
再
発
見
さ
れ
た
」
文
学
作
品
と
し
て
解
釈
さ
れ
、
戯
曲
と
い
う
「
文
学
作
品
」

テ
キ
ス
ト
と
し
て
普
及
し
、
共
有
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二
　
中
等
学
校
国
語
教
科
書
に
お
け
る
近
松
作
品
教
材

中
等
学
校
国
語
科
教
材
へ
の
近
松
浄
瑠
璃
作
品
の
採
用
が
始
ま
る
時
期
は
ほ
ぼ
明
治
三
十
年
代
後
半
と
み
ら
れ
、
前
述
し
た
近
世
文

学
の
国
文
学
的
な
基
礎
研
究
が
始
ま
っ
た
頃
と
重
な
る
。
同
時
期
に
、
西
鶴
浮
世
草
子
作
品
の
国
語
教
材
化
も
始
ま
っ
て
い
る
。

そ
の
後
の
近
松
浄
瑠
璃
作
品
の
教
材
採
用
の
概
況
に
つ
い
て
、
明
治
期
～
昭
和
初
期
（
戦
前
）
の
も
の
は
田
坂
文
穂
編
『
旧
制
中
等

教
育 

国
語
科
教
科
書
内
容
索
引（

（
（

』
を
、
昭
和
二
十
年
代
以
降
（
戦
後
）
の
も
の
は
阿
武
泉
監
修
『
読
ん
で
お
き
た
い
名
著
案
内
　
教
科

書
掲
載
作
品
１
３
０
０
０（

（
（

』
を
参
照
し
て
、
以
下
に
確
認
す
る
。
一
覧
の
う
ち
、
戦
前
分
で
は
〇
＝
旧
制
中
学
用
、
◇
＝
高
等
女
学
校

用
、
無
印
の
算
用
数
字
は
採
用
教
科
書
数
、（
　
）
の
数
は
項
目
総
数
（
※
一
教
科
書
に
つ
き
⑴
⑵
な
ど
複
数
項
目
の
場
合
あ
り
）
を
示
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す
。
戦
後
分
は
新
制
高
等
学
校
の
国
語
教
科
書
で
あ
り
、
算
用
数
字
は
採
用
教
科
書
数
を
示
す
。

　
　
　

先
に
調
査
報
告
を
行
っ
た
西
鶴
や
秋
成
の
作
品
と
同
様
、
近
松
浄
瑠
璃
作
品
の
場
合
も
、
明
治
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
教
材
採

用
例
が
徐
々
に
増
加
し
て
い
る
。
た
だ
し
西
鶴
の
浮
世
草
子
等
と
比
べ
て
、
近
松
の
作
品
の
場
合
は
、
明
治
期
か
ら
既
に
特
定
の
作
品

に
採
用
が
集
中
し
て
い
る
傾
向
性
が
窺
え
る
。『
国
姓
爺
合
戦
』
は
明
治
三
十
年
代
か
ら
か
な
り
の
数
の
教
科
書
で
採
用
さ
れ
、
昭
和
初

期
に
も
そ
の
傾
向
が
続
い
て
い
る
の
に
対
し
、『
出
世
景
清
』『
丹
波
与
作
待
夜
の
小
室
節
（
※
以
下
、
丹
波
与
作
と
略
記
す
る
）』
等

は
、
大
正
以
降
の
教
科
書
で
採
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
昭
和
初
期
に
お
い
て
、
高
等
女
学
校
用
国
語
教
科
書
（
◇
）
の
『
丹
波
与
作
』

（
戦
前
）

国
姓
爺
合
戦

曽
我
会
稽
山

出
世
景
清

丹
波
与
作
待
夜
の
小
室
節

明
30
～
40
代

○
14
（
18
）
◇
５
（
６
）

○
３
（
３
）

大
正
期

○
９
（
10
）
◇
10
（
14
）

○
１
（
３
）
◇
２
（
３
）

〇
１
（
１
）
◇
１
（
１
）

　 

― 

　 

◇
１
（
１
）

昭
初
～
10
代

○
23
（
23
）
◇
20
（
21
）

○
５
（
７
）
◇
２
（
２
）

　
―
　     

◇
１
（
１
）

〇
４
（
４
）
◇
11
（
11
）

※
そ
の
他
の
教
材
　（
文
学
史
的
解
説
風
の
も
の
を
含
む
）

　
明
治
期
　
５
（
７
）
…
○
「
櫻
井
の
訣
別
」、
◇
塚
越
芳
太
郎
「
近
松
門
左
衛
門
」
等

　
大
正
期
　
４
（
６
）
…
○
「
吃
の
又
平
」、
〇
◇
「
小
山
田
太
郎
高
家
」、
◇
「
鎗
の
権
三
」
坪
内
逍
遥
「
近
松
と
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
」
等

　
昭
和
初
期
３
（
５
）
…
○
「
粽
一
把
に
銭
五
百
」（
女
殺
油
地
獄
）、
〇
◇
藤
井
紫
影
「
元
禄
の
三
文
豪
」
等

（
戦
後
）

国
姓
爺
合
戦

曽
根
崎
心
中

冥
途
の
飛
脚

丹
波
与
作

昭
20
～
40
代

３

６

42

34

昭
50
代
～
平
成

―

2

13

―

※
そ
の
他
の
教
材
（
昭
20
～
40
代
） 

　
女
殺
油
地
獄
７
　
傾
城
反
魂
香
２
　
　
国
姓
爺
合
戦
３
　
　
最
明
寺
殿
百
人
上
臈
２
　
　
心
中
天
網
島
10
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国
語
教
材
と
し
て
の
「
丹
波
与
作
」

の
採
用
例
の
数
が
、
同
時
期
の
旧
制
中
学
用
国
語
教
科
書
（
○
）
と
比
べ
て
著
し
く
増
加
し
て
い
る
。

国
語
科
教
科
書
の
場
合
、
戦
前
と
戦
後
で
採
用
作
品
の
傾
向
が
全
般
的
に
大
き
く
変
化
す
る
が
、
近
松
の
作
品
の
場
合
は
、『
国
姓
爺

合
戦
』
が
戦
後
に
激
減
し
、（
文
学
史
で
の
言
及
は
あ
っ
て
も
）
戦
前
に
は
作
品
本
文
の
採
用
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
『
曽
根
崎
心
中
』

『
冥
途
の
飛
脚
』
等
が
、
戦
後
に
は
増
加
し
て
い
る
。

近
松
作
品
の
受
容
の
傾
向
と
し
て
、
戦
前
期
の
教
授
に
お
い
て
修
身
教
材
的
な
様
相
が
み
ら
れ
る
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
一
例
と
し

て
、
日
清
日
露
戦
争
後
、
明
治
四
十
年
代
の
東
京
高
等
師
範
学
校
教
授
佐
々
政
一
の
著
作
『
孝
道
文
学
』（
冨
山
房
、
明
44
・
７
＊
）
が

あ
る
。
同
書
は
「
今
日
の
文
壇
に
比
較
的
盛
名
あ
る
作
物
を
見
る
に
、
多
く
は
恋
愛
を
描
い
て
節
義
を
後
に
し
、
薄
志
弱
行
の
徒
を
寫

し
て
忠
臣
孝
子
の
事
に
及
ば
ず
」（「
自
序
」）
の
風
潮
に
抗
し
、
当
時
の
東
北
大
学
総
長
で
あ
っ
た
澤
柳
政
太
郎
『
孝
道
』（
冨
山
房
、

明
43
・
11
＊
）
刊
行
の
際
の
「
予
が
稍
近
世
の
文
藝
を
窺
ふ
を
聞
き
て
、
為
に
助
言
を
求
め
ら
る
ゝ
こ
と
」（
同
）
を
契
機
と
し
、
佐
々

が
「
仮
に
そ
の
選
択
を
文
藝
に
一
部
に
限
」
り
「
単
に
謡
曲
、
浄
瑠
璃
、
琵
琶
歌
の
類
な
る
所
謂
る
語
り
物
の
限
り
に
留
め
」、「
力
め

て
各
種
の
特
色
あ
る
も
の
を
選
」
ん
だ
も
の
で
あ
る
と
い
う
。「
我
国
近
古
以
降
の
語
り
物
の
中
に
て
、
親
子
間
の
愛
情
を
主
と
し
て
描

け
る
も
の
を
蒐
録
し
、
名
け
て
孝
道
文
学
と
い
ふ
」（「
凡
例
」）
と
定
義
さ
れ
る
収
録
作
品
は
、
上
篇
「
慈
愛
」
に
謡
曲
「
桜
川
」「
百

万
」「
三
井
寺
」「
弱
法
師
」「
山
姥
」
等
、
浄
瑠
璃
「
源
氏
烏
帽
子
折
」「
常
盤
」「
ひ
ら
が
な
盛
衰
記
」
等
、
下
篇
「
孝
行
」
に
謡
曲

「
養
老
」「
熊
野
」「
小
袖
曾
我
」
等
、
浄
瑠
璃
「
阿
新
丸
」「
苅
萱
桑
門
筑
紫
𨏍
」
等
が
あ
る
。
こ
の
下
篇
に
浄
瑠
璃
「
国
姓
爺
合
戦
」

「
出
世
景
清
」
が
含
ま
れ
、「
出
世
景
清
」
で
は
夫
や
父
を
守
ろ
う
と
六
波
羅
の
責
め
に
堪
え
る
「
を
の
の
姫
道
行
」
の
段
、「
国
姓
爺
合

戦
」
で
は
「
千
里
が
竹
」「
錦
祥
女
」
の
段
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
作
品
が
、
初
等
～
中
等
課
程
の
女
子
教
育
の
「
忠
孝
」

や
「
良
妻
賢
母
」
の
道
徳
的
指
導
に
利
用
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
問
題
に
つ
い
て
は
、
眞
有
澄
香
の
指
摘（

（
（

も
詳
し
い
。

『
国
姓
爺
合
戦
』「
千
里
が
竹
」
の
和
藤
内
が
降
服
し
た
官
人
た
ち
を
平
伏
さ
せ
、「
日
本
流
に
月
代
剃
っ
て
元
服
さ
せ
、
名
も
改
め
て

召
使
は
む
」（
下
田
次
郎
・
尾
上
八
郎
編
『
新
女
子
国
文
』
巻
五
、
昭
２
・
３
訂
正
版
▽
）
と
す
る
場
面
の
表
現
等
は
、
他
民
族
に
対
す

る
差
別
的
表
現
、
或
い
は
人
権
的
配
慮
に
欠
け
る
揶
揄
を
含
む
も
の
と
し
て
、
今
日
的
視
点
か
ら
は
教
材
の
採
用
が
困
難
な
も
の
と
み

ら
れ
る
。
ま
た
、
昭
和
初
期
に
は
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人
が
世
間
的
の
名
利
栄
達
を
求
め
て
止
ま
な
い
世
の
中
に
、
ま
た
人
間
と
し
て
歩
む
べ
き
道
の
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
て
、
こ
の
道

に
よ
つ
て
織
り
な
さ
れ
た
、
麗
は
し
い
人
生
の
綾
錦
を
味
は
せ
る
。

�

（『
新
制
女
子
国
語
読
本
教
授
参
考
書
　
巻
八
』
東
京
開
成
館
、
昭
３
・
11
「
二
二
　
錦
祥
女
」
解
説
＊
）

の
よ
う
に
、「
錦
祥
女
」「
獅
子
が
城
」
の
母
娘
の
義
理
と
面
目
を
守
ろ
う
と
す
る
自
害
の
場
面
が
、
勇
壮
な
自
己
犠
牲
的
献
身
と
し
て

賞
揚
さ
れ
て
い
る
。
個
人
の
生
命
の
尊
厳
を
重
視
す
る
今
日
の
常
識
の
感
覚
か
ら
は
、
英
雄
的
行
為
と
い
う
評
価
が
非
現
実
的
で
、
却
っ

て
一
種
の
荒
唐
無
稽
な
印
象
す
ら
も
た
ら
す
可
能
性
も
あ
る
。
同
じ
く
「
義
理
に
追
い
つ
め
ら
れ
る
」
人
物
像
で
あ
っ
て
も
、
戦
後
の

教
科
書
で
は
む
し
ろ
、
市
井
の
人
々
の
日
常
的
生
活
の
中
で
発
生
す
る
悲
し
み
や
心
弱
さ
、
破
滅
的
な
愛
や
苦
悩
等
の
方
が
、
普
遍
的

な
人
間
の
精
神
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
描
か
れ
る
世
話
物
『
曽
根
崎
心
中
』
や
『
冥
途
の
飛
脚
』
等
の
方
が
、

文
学
教
材
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
作
品
の
中
か
ら
、
以
下
、
戦
前
と
戦
後
と
も
に
古
文
教
材
に
採
用
さ
れ
て
い
る
近
松
作
品
『
丹
波
与
作
』
に
注
目
し
、
中

等
学
校
の
国
語
教
材
化
の
状
況
と
指
導
観
、
作
品
観
に
つ
い
て
考
え
る
。

三
　
古
文
教
材
と
し
て
の
『
丹
波
与
作
』
―
近
松
作
品
の
教
材
化
テ
キ
ス
ト
の
様
相

『
丹
波
与
作
』
を
採
用
し
た
戦
前
の
明
治
期
～
昭
和
十
年
代
の
教
科
書
名
と
巻
及
び
項
目
名
の
例
を
、
先
に
掲
げ
た
教
材
採
用
一
覧
か

ら
参
照
し
、
以
下
に
挙
げ
る
。

（
１
）	

明
治
期
　
な
し

（
２
）	

大
正
期

		


◇
吉
沢
義
則
『
女
子
国
文
新
撰
』
巻
九
「
二
三
　
馬
方
三
吉
」（
京
都 
星
野
書
店
蔵
版 

大
14
・
12
）

（
３
）	

昭
和
戦
前
期

		


〇
垣
内
松
三
『
国
文
選
』
巻
十
「
三
　
馬
方
三
吉
」（
明
治
書
院
　
昭
５
・
６
）
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国
語
教
材
と
し
て
の
「
丹
波
与
作
」

　
　
○
鈴
木
敏
也
『
新
中
学
国
文
』
巻
十
「
十
九
　
馬
追
ひ
三
吉
」（
目
黒
書
店
、
昭
14
・
10
）

　
　
◇
松
村
武
雄
『
最
新
女
子
国
文
』
巻
七
「
二
三
　
滋
野
井
」（
宝
文
館
、
昭
２
・
９
）

　
　
◇
鈴
木
敏
也
『
日
本
女
子
読
本
』
巻
五
「
三
〇 

馬
方
三
吉
」（
中
文
館
、
昭
８
・
５
）

　
　
◇
金
子
彦
三
郎
『
現
代
女
子
国
文
』
巻
九
「
十 

滋
野
井
子
別
れ
」（
光
風
館
、
昭
和
８
・
８
）

　
　
○
藤
村
作
・
島
津
久
基
『
中
等
新
国
文
』
巻
九
「
十
六 

馬
方
三
吉
」（
至
文
堂 

昭
９
・
７
、
昭
６
初
）

　
　
○
岩
波
書
店
編
集
部
『
国
文
』
巻
十
「
三
　
馬
方
三
吉
」（
岩
波
書
店
、
昭
９
・
８
）

　
　
◇
修
文
館
編
輯
部
『
最
新
女
子
国
語
読
本
』
巻
五
「
十
二 

重
の
井
」（
修
文
館
、
昭
９
・
９
）

　
　
◇
澤
瀉
久
孝
・
木
枝
増
一
『
女
子
新
国
語
読
本
』
巻
九
「
十
四 

重
の
井
」（
修
文
館
、
昭
10
・
７
）

　
　
◇
明
治
書
院
編
輯
部
『
女
子
国
文
選
第
３
版
』
巻
八
「
十
四 

丹
波
与
作
」（
明
治
書
院
、
昭
11
・
９
）

　
　
◇
冨
山
房
編
輯
部
『
新
修
国
文 
女
学
校
用
』
巻
七
「
二
二
　
滋
野
井
子
別
れ
（
浄
瑠
璃
）」
冨
山
房
、
昭
12
・
６
）

		


◇
安
藤
正
次
・
東
條
操
『
新
制
女
子
国
語
読
本
四
年
制
用
　
巻
八
』「
９ 

馬
追
三
吉
」（
三
省
堂
、
昭
12
・
８
　
※
初
版
大
７
）

　
　
◇
岩
波
編
輯
部
『
国
語
　
女
子
用
』
巻
十
「
三 

馬
追
三
吉
」（
岩
波
書
店
、
昭
13
・
12
）

　
　
◇
新
村
出
『
皇
国
女
子
国
語
読
本
』
巻
六
「
７ 

門
左
衛
門
の
浄
瑠
璃
」（
永
沢
金
港
堂 

昭
14
・
10
）

		


◇�

澤
瀉
久
孝
・
木
枝
増
一
『
女
子
新
国
語
読
本 
改
訂
版
四
年
制
』
巻
八
「
四
　
重
の
井
」（
修
文
館
、
昭
15
・
７
）（
※
同
書
の

昭
16
新
制
版
に
は
、
収
録
さ
れ
て
い
な
い
）

各
教
科
書
に
よ
っ
て
、
教
材
名
は
「
丹
波
与
作
」
以
外
に
「
馬
追
三
吉
」「
馬
方
三
吉
」「
重
の
井
」
等
の
登
場
人
物
名
、
あ
る
い
は

「
滋
野
井
子
別
れ
」
と
い
っ
た
場
面
の
名
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

『
丹
波
与
作
待
夜
の
小
室
節
』
は
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
竹
本
座
初
演
（
座
元
竹
田
出
雲
、
太
夫
竹
本
筑
後
掾
、
作
者
近
松
門
左
衛

門
）
の
浄
瑠
璃
で
あ
る（
（1
（

。
主
家
を
追
わ
れ
馬
方
と
な
っ
た
伊
達
与
作
は
、
関
の
小
万
と
馴
染
み
、
博
奕
の
借
銭
が
原
因
で
馬
方
の
石
部

八
蔵
と
喧
嘩
し
、
馬
子
の
少
年
三
吉
を
唆
し
て
、
丹
波
の
由
留
木
家
息
女
・
調
べ
の
姫
の
嫁
入
道
中
の
用
金
を
三
吉
に
盗
ま
せ
る
。
八

蔵
を
斬
っ
て
し
ま
っ
た
三
吉
を
実
子
与
之
介
と
知
っ
た
与
作
は
、
小
万
と
の
心
中
を
決
意
す
る
（
中
之
巻
、
関
の
旅
籠
屋
の
場
）。
与
作
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の
過
去
の
朋
輩
匂
坂
左
内
、
調
べ
の
姫
、
姫
の
乳
母
で
与
作
の
元
妻
で
あ
る
滋
野
井
、
彼
ら
の
助
力
に
よ
り
三
吉
は
救
わ
れ
、
与
作
も

旧
主
に
帰
参
、
小
万
も
引
き
取
ら
れ
、
与
作
踊
り
の
喜
び
の
う
ち
に
幕
と
な
る
（
下
之
巻
）。
子
役
の
登
場
等
、「
お
よ
そ
元
禄
の
上
方

歌
舞
伎
の
筋
立
て
に
近
い
と
い
え
る（
（1
（

」、
三
巻
形
式
の
作
品
で
あ
る
。
多
く
の
教
科
書
で
採
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
作
品
の
最
初
の

上
之
巻
の
由
留
木
殿
屋
敷
の
場
の
段
で
あ
り
、
次
の
⑴
⑵
の
内
容
を
も
つ
。

⑴�

幼
少
の
調
べ
の
姫
は
、
江
戸
へ
の
嫁
入
道
中
の
出
発
時
に
不
機
嫌
に
な
り
、
む
ず
が
る
が
、
馬
子
の
三
吉
が
道
中
双
六
を
教
え
て
、

姫
の
機
嫌
を
直
す
。

⑵�

姫
の
乳
母
・
滋
野
井
（
重
の
井
）
が
褒
美
を
与
え
る
時
に
、
三
吉
は
自
分
が
滋
野
井
と
元
夫
伊
達
与
作
の
一
子
、
与
之
介
だ
と
名

乗
る
。
卑
し
い
馬
子
が
姫
の
乳
兄
弟
と
知
ら
れ
て
は
縁
組
に
障
る
と
し
て
、
滋
野
井
は
こ
こ
で
親
子
と
名
乗
れ
ぬ
事
情
を
三
吉
に

厳
し
く
諭
す
。
三
吉
は
滋
野
井
が
与
え
た
金
を
投
げ
捨
て
て
出
て
行
き
、
泣
き
な
が
ら
馬
子
唄
を
歌
う
。

多
く
の
教
科
書
が
、
上
之
巻
の
巻
末
す
な
わ
ち
⑵
の
最
後
、

・�

握
拳
を
二
つ
三
つ
戴
き
な
が
ら
泣
声
に
。「
坂
は
照
る
〳
〵
、
鈴
鹿
は
曇
る
。
土
山
あ
ひ
の
、
あ
ひ
の
土
山
雨
が
ふ
る
。」
ふ
る
前

よ
り
も
親
子
の
涙
、
中
に
し
ぐ
る
ゝ
雨
や
ど
り
。

�

（『
中
学
国
文
教
科
書
教
授
備
考
修
正
二
十
一
版
用
』
巻
十
「
一
九
　
馬
追
三
吉
」、
光
風
館
　
昭
７
・
11
修
正
三
版
＊
）

ま
で
の
部
分
を
本
文
と
し
て
収
録
し
て
い
る
。

冒
頭
の
部
分
の
取
り
方
は
、
各
種
教
科
書
に
よ
っ
て
微
妙
に
異
な
る
。
⑴
「
道
中
双
六
」
及
び
⑵
「
滋
野
井
子
別
れ
」
の
二
つ
の
場

面
を
続
け
て
収
録
す
る
場
合
、
前
掲
の
高
等
科
用
の
教
科
書
の
よ
う
に
、
⑴
の
一
行
出
発
前
の
姫
君
が
ぐ
ず
つ
く
経
緯
の

・�

サ
ア
御
立
と
催
す
と
こ
ろ
に
、
奥
よ
り
女
中
声
々
に
、
詞
「
ア
ヽ
待
た
つ
し
や
れ
〳
〵
。
気
の
毒
や
お
姫
様
関
東
へ
往
く
こ
と
は
、

い
や
ぢ
や
〳
〵
と
や
ん
ち
や
ば
か
り
御
意
な
さ
れ
、

�

（
金
子
彦
二
郎
『
女
子
高
等
国
文
栄
華
』、
巻
二
〇
「
滋
野
井
子
別
れ
」、
三
元
堂
　
昭
７
・
12
＊
）

と
い
っ
た
状
況
を
語
る
部
分
を
含
め
る
と
、
か
な
り
文
章
量
の
多
い
教
材
と
な
る
。
そ
れ
に
対
し
、
後
述
す
る
『
中
学
国
文
教
科
書
　

修
正
二
十
一
版
用
』
巻
十
や
岩
波
『
国
語
』
巻
十
「
三 

馬
追
三
吉
」（
岩
波
書
店
、
昭
14
・
４
第
二
版
）
等
の
よ
う
に
、
⑴
が
「
道
中
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国
語
教
材
と
し
て
の
「
丹
波
与
作
」

双
六
」
の
「
こ
れ
〳
〵
御
覧
ぜ
打
た
し
や
ん
せ
」
か
ら
始
ま
る
形
式
も
、
旧
制
中
学
用
教
科
書
の
本
文
に
は
比
較
的
よ
く
み
ら
れ
る
。

本
文
の
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
を
採
る
か
に
よ
っ
て
、
同
作
品
な
が
ら
教
材
本
文
の
趣
旨
の
比
重
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
く
る
。『
日
本
女

子
読
本
』
五
学
年
・
下
巻
（
中
文
館
書
店
、
昭
８
・
４
▽
）「
三
〇 

馬
方
三
吉
」
や
、『
新
修
国
文
女
学
校
用
』
巻
七
（
冨
山
房
、
昭

12
・
12 
訂
正
再
版
▽
）「
二
二 

滋
野
井
子
別
れ
（
浄
瑠
璃
）」
等
の
よ
う
に
、
⑴
の
本
文
を
全
面
的
に
略
し
て
採
ら
ず
、
⑵
の
「
子
別

れ
」
を
中
心
に
「
お
側
の
衆
に
囃
さ
れ
て
、
稚
心
の
姫
君
、
か
う
面
白
い
吾
妻
と
は
、
今
ま
で
お
れ
は
知
ら
な
ん
だ
。」
の
部
分
か
ら
本

文
が
始
ま
る
も
の
も
、
少
な
く
な
い
。

な
お
、
こ
の
⑴
⑵
の
段
の
部
分
は
比
較
的
長
い
文
章
量
で
あ
り
、
過
去
と
現
在
の
人
物
関
係
の
事
情
が
や
や
複
雑
な
内
容
を
も
つ
た

め
か
、
中
等
学
校
高
等
科
や
師
範
学
校
、
高
等
専
門
学
校
専
攻
科
等
の
国
語
教
科
書
に
採
用
さ
れ
る
例
も
少
な
く
な
い
。
管
見
の
例
で

は
、
吉
田
弥
平
編
『
師
範
国
文 
第
二
部
用
』「
二
〇
　
馬
追
三
吉
」（
光
風
館
、
昭
２
＊
）、
金
子
彦
二
郎
編
『
女
子
高
等
国
文
英
華
』
巻

二
〇
「
滋
野
井
子
別
れ
」（
前
掲
＊
）
等
が
あ
る
。

実
際
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
教
科
書
本
文
に
つ
い
て
、
⑴
「
道
中
双
六
」
の
該
当
箇
所
の
例
を
、
前
掲
の
『
中
学
国
文
教
科
書
（
修
正

二
十
一
版
用
）』
巻
十
「
一
九
　
馬
追
三
吉
」
の
本
文
か
ら
引
用
し
、
以
下
に
示
す
（
傍
線
と
番
号
、
記
号
※
は
、
便
宜
上
、
引
用
者
が

加
え
た
）。

こ
れ
〳
〵
御
覧
ぜ
打
た
し
や
ん
せ
。
こ
れ
こ
そ
五
十
三
次
を
居
な
が
ら
歩
む
ひ
ざ
、
膝
栗
毛
馬
。
は
い
し
い
だ
う
ち
う
双
六
。「
南

無
諸
仏
分
身
。」
と
書
い
た
六
字
を
六
角
の
骰さ

い子
は
桜
木
、
花
の
都
を
ま
ん
な
か
に
思
ひ
〳
〵
の
し
る
し
を
置
い
て
、
さ
ら
ば
こ
ち

か
ら
打
出
の
浜
。
大
津
へ
三
里
。
こ
ゝ
で
矢
橋
の
舟
賃
が
、
出
舟
め
せ
〳
〵
、
旅
人
の
乗
り
遅
れ
じ
と
ど
さ
く
さ
津
。
お
姫
様
よ

り
ま
づ
姥
が
餅
。
一
口
・
二
口
・
み
な
く
ち
鰌
踊
り
こ
え
、
坂
へ
越
す
の
も
骰
子
次
第
。
骰
子
を
ふ
れ
〳
〵
、
ふ
る
や
鈴
鹿
を
跡

に
さ
が
れ
ば
、
負
け
ま
い
と
せ
き
に
関
よ
り
亀
山
に
、
煙
草
火
打
の
石
薬
師
。

吉
田
・
二
川
・
白
須
賀
ち
よ
い
と
越
え
て
、
新あ

ら
ゐ居

・
今
切
、
舟
に
召
せ
〳
〵
、
蛤
召
せ
の
は
ま
ぐ
り
は
ま
ぐ
り
浜
松
ま
で
舞
坂
三

里
な
。
の
り
掛
川
を
飛
び
お
り
て
、
機
嫌
笑
顔
や
、
さ
あ
日に
つ
さ
か坂
の
蕨
餅
、
腰
な
は
何
ぞ
、
日
本
一
の
大
井
川
。

仕
合
よ
し
の
旅
双
六
里
、
七
里
八
里
も
唯
一
足
に
、
先
へ
〳
〵
と
咲
き
か
ゝ
り
た
る
藤
枝
・
岡
部
・
瀬
戸
の
染そ
め
い
ひ飯
、
う
つ
の
山
辺

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧
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の
十
団
子
、
と
こ
ろ
〴
〵
の
名
物
買
う
て
、
お
銭あ
し

つ
く
〴
〵
つ
く
手
鞠
子
に
、
ひ
い
ふ
う
み
い
よ
、
府
中
・
江
尻
に
す
つ
と
ん

〳
〵
。
と
ん
と
打
つ
た
る
興
津
波
、
松
原
は
る
ゝ
膏
薬
買
う
て
、
月
を
す
ひ
出
せ
清き
よ
み
で
ら

見
寺
。
由
井
・
蒲
原
や
吉
原
の
は
な
の
蒲
焼
、

名
物
の
鰻
の
膚
沼
津
の
宿
。
三
島
越
ゆ
れ
ば
箱
根
へ
三
里
。
骰
子
目
次
第
に
関
越
ゆ
る
、
悪
い
目
打
て
ば
手
判
を
取
り
に
元
の
京

へ
立
ち
か
へ
る
。
合
点
か
。
お
ゝ
呑
込
ん
だ
。
小
田
原
外う
ゐ
ら
う郎
・
大
磯
・
平
塚
・
藤
沢
の
さ
は
り
も
な
し
に
双
六
の
さ
い
さ
き
も
よ

し
、
門
出
よ
し
。
道
中
早
め
て
と
つ
か
は
と
急
ぐ
程
が
谷
・
神
奈
川
越
え
、
川
崎
を
越
え
、
品
川
越
え
、
ま
づ
先
駈
の
お
姫
様
、

一
番
勝
に
勝
つ
色
の
花
の
お
江
戸
に
着
き
給
ふ
。
一
の
裏
は
双
六
の
さ
い
は
ひ
あ
り
、
喜
あ
り
、
慰
み
あ
り
け
る
道
中
と
、
ど
つ

と
興
に
ぞ
入
り
給
ふ
。

こ
の
教
科
書
本
文
を
、
明
治
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
次
の
Ａ
～
Ｇ
の
各
翻
刻
テ
キ
ス
ト
の
例
と
比
較
し
、
本
文
の

異
同
や
編
集
の
具
合
を
み
る
こ
と
と
す
る
。

Ａ『
近
松
世
話
浄
瑠
璃
』（
叢
書
閣
、
明
25
・
３
序
＊
）
※
武
蔵
屋
本

Ｂ
饗
庭
篁
村
校
訂 

帝
国
文
庫
50
『
校
訂
近
松
世
話
浄
瑠
璃 

全
』（
博
文
館
、
明
43
・
11
第
十
八
版 

※
初
版
明
31
・
６
）

Ｃ
水
谷
不
倒
校
訂
註
釈
『
新
釈
挿
画 

近
松
傑
作
全
集
　
第
一
巻
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
明
43
・
６
＊
）

Ｄ
高
野
辰
之
・
黒
木
勘
蔵
編
『
近
松
門
左
衛
門
全
集
　
第
五
巻
』（
春
陽
堂
、
大
11
・
13
＊
）

Ｅ
木
谷
正
之
助
編
『
大
近
松
全
集
　
第
四
巻
』（
大
近
松
全
集
刊
行
会
、
大
15
・
11
）

Ｆ
日
本
名
著
全
集
江
戸
文
藝
之
部
（
黒
木
勘
蔵
校
訂
）『
近
松
名
作
集 

上
』（
同
刊
行
会
、
大
15
・
11
）

Ｇ
藤
井
乙
男
校
註
『
近
松
全
集
　
第
八
巻
』（
朝
日
新
聞
社
、
昭
２
・
４
）

な
お
、
山
本
九
兵
衛
・
九
右
衛
門
板
八
行
本
（
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
）
を
底
本
と
す
る
『
近
松
全
集
』（
岩
波
書
店
、
昭
61
・
７
）

の
翻
刻
本
文
を
Ｈ
と
し
て
参
照
す
る
。

〈
１
〉
本
文
の
表
記
や
用
字
等

前
掲
の
「
道
中
双
六
」
本
文
の
①
～
④
の
部
分
は
、
Ａ
～
Ｈ
の
本
文
で
は
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
る
。

①
居
な
が
ら
歩
む
ひ
ざ
、
膝
栗
毛
馬
　
Ａ
Ｃ
Ｇ
居
な
が
ら
歩
む
ひ
ざ
。
ひ
ざ
く
り
げ
馬
／ ⑨

①
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Ｄ
Ｅ
Ｆ
居ゐ

な
が
ら
歩あ
ゆ

む
ひ
ざ
、
膝ひ
ざ
く
り
げ

栗
毛
馬う
ま

／
　
Ｂ
居
な
が
ら
歩
。
ひ
ざ
く
り
げ
馬
／

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
ゐ
な
が
ら
あ
ゆ
む
ひ
ざ
。
ひ
ざ
く
り
げ
馬

②
骰さ

い子
　
　
　
　
　
Ａ
Ｂ
投さ

い子
　
　
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
骰さ

い子
　
　
Ｇ
Ｈ
さ
い

③
三
里
　
　
　
　
　
Ａ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ
三
里
　
　
Ｂ
五
里

④
み
な
く
ち
鰌
　
　
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｈ
み
な
口
ど
ぢ
や
う
　
　
Ｃ
水
口
ど
ぢ
や
う
　
　
Ｄ
Ｅ
水み
な
く
ち口
泥ど
ぜ
う鰌

　
　
Ｆ
み
な
口
鰌

こ
の
う
ち
、
③
は
「
五
里
」
は
Ｂ
の
み
の
誤
り
で
、
Ａ
他
は
正
し
く
「
三
里
」
を
採
っ
て
い
る
と
み
て
よ
い
。

①
は
、「「
あ
ゆ
む
ひ
ざ
」
か
ら
「
ひ
ざ
く
り
げ
馬
」
を
出
し
、
双
六
の
駒
を
表
し
な
が
ら
道
中
の
際
、
乗
る
馬
と
も
掛
け
て
い
る（
（1
（

」

と
解
釈
す
べ
き
箇
所
で
、
本
来
の
節
の
調
子
で
は
「
ひ
ざ
」
を
く
り
返
す
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
Ｂ
は
「
ひ
ざ
」
を
一
つ
に
省
い
た
記
述

と
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
漢
字
の
表
記
の
仕
方
の
違
い
が
多
少
見
ら
れ
る
。

〈
２
〉
句
読
点
の
位
置

⑨
「
さ
は
り
も
な
し
に
双
六
の
さ
い
さ
き
も
よ
し
、
門
出
よ
し
」
の
箇
所
の
場
合
は
、
本
文
の
用
字
や
読
点
の
入
れ
方
は
テ
キ
ス
ト

に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
。

　
Ａ
Ｂ
Ｅ
さ
は
り
も
な
し
に
双す
ご

六
の
。
さ
い
さ
き
も
宜よ

し
門か
ど
い
で出
よ
し
。

　
Ｃ
　
　
さ
は
り
も
な
し
に
双す
ご
ろ
く六
の
、
さ
い
さ
き
も
よ
し
門か
ど
で出
よ
し

　
Ｄ
Ｆ
　
さ
は
り
も
な
し
に
双
六
の
ハ
ツ
ミ
さ
い
さ
き
。
も
よ
し
門か
ど
い
で出
よ
し
。

　
Ｇ
Ｈ
　
さ
は
り
も
な
し
に
双
六
の
さハ
ツ
ミい
さ
き
。
も
よ
し
か
ど
出
よ
し
。

Ｈ
と
照
ら
し
て
、
Ｄ
Ｆ
Ｇ
は
浄
瑠
璃
の
語
り
方
を
尊
重
し
て
リ
ズ
ム
を
活
か
し
た
切
り
方
と
み
ら
れ
る
。
一
方
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｅ
の
方
は

文
節
に
沿
っ
て
区
切
ら
れ
て
お
り
、
書
か
れ
た
「
読
み
も
の
」
と
し
て
読
み
や
す
い
記
し
方
で
あ
る
と
い
え
る
。
Ａ
や
Ｂ
な
ど
の
テ
キ

ス
ト
は
、
語
り
口
は
浄
瑠
璃
で
あ
り
な
が
ら
、
馬
琴
の
読
本
の
よ
う
な
物
語
調
の
散
文
に
整
え
ら
れ
た
文
体
に
見
え
る
。
こ
の
よ
う
な

本
文
の
表
記
の
違
い
に
、
浄
瑠
璃
作
品
の
翻
刻
本
文
の
編
集
者
の
扱
い
方
の
態
度
が
窺
え
る
。
こ
れ
ら
と
比
較
す
る
と
、「
読
む
」
教
材

で
あ
る
教
科
書
本
文
の
⑨
は
、
文
章
と
し
て
よ
り
読
み
や
す
い
よ
う
文
節
で
切
ら
れ
た
本
文
を
採
用
す
る
方
向
で
改
訂
し
て
い
る
と
考
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え
ら
れ
る
。

〈
３
〉
テ
キ
ス
ト
間
の
本
文
異
同

Ａ
～
Ｇ
の
近
松
浄
瑠
璃
の
各
種
翻
刻
テ
キ
ス
ト
は
、
②
④
の
よ
う
な
漢
字
か
な
表
記
の
具
合
や
具
読
点
の
位
置
、「
　
」
の
有
無
等
が

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
も
の
の
、
本
文
自
体
の
異
同
や
揺
れ
が
テ
キ
ス
ト
間
で
少
な
く
、
底
本
の
再
発
見
等
で
叢
書
間
に
本
文
異
同
が
あ
る

同
時
期
の
西
鶴
の
活
字
翻
刻
テ
キ
ス
ト（
（1
（

よ
り
も
、
本
文
が
安
定
し
て
い
る
印
象
を
与
え
る
。
数
種
に
せ
よ
当
該
作
品
の
正
本
の
存
続
を

受
け
、
国
語
教
科
書
採
用
の
時
期
以
前
に
明
治
期
の
武
蔵
屋
本
等
以
降
の
活
字
翻
刻
が
進
め
ら
れ
本
文
が
整
っ
て
い
た
こ
と
が
、
影
響

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
元
々
、
浄
瑠
璃
や
義
太
夫
節
等
の
「
語
り
物
」
は
、
正
本
の
存
在
だ
け
に
限
ら
ず
、
音
声
言
語
と
し

て
韻
律
的
に
「
聴
か
れ
、
唱
わ
れ
る
」
受
容
が
明
治
以
降
も
継
続
し
て
い
る
。
小
説
的
に
「
書
か
れ
た
読
み
も
の
で
し
か
な
い

0

0

0

0

0

」
文
章

の
作
品
と
は
違
い
、
有
名
な
フ
レ
ー
ズ
や
台
詞
等
が
「
語
り
」
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
よ
っ
て
受
容
者
に
知
ら
れ
、
共
有
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
よ
る
本
文
の
「
定
着
」
の
可
能
性
も
あ
る
。

〈
４
〉
教
科
書
本
文
に
み
ら
れ
る
改
変

大
正
昭
和
以
降
の
叢
書
等
に
至
る
各
種
の
翻
刻
書
に
お
い
て
〈
３
〉
の
よ
う
に
定
着
し
て
い
る
本
文
テ
キ
ス
ト
と
比
べ
、「
道
中
双

六
」
の
教
科
書
本
文
の
方
に
は
、
特
徴
的
な
改
変
が
み
ら
れ
る
。
道
行
文
的
表
現
を
保
ち
つ
つ
も
、
⑤
⑥
⑦
⑧
の
箇
所
で
原
文
を
大
き

く
省
略
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
前
掲
Ｈ
『
近
松
全
集
』
の
該
当
箇
所
の
本
文
を
次
に
掲
げ
る
。

亀
山
に
た
ば
こ
。
火ハ

ルう
ち
の
石
や
く
し
。
お
つ
と
く
わ
な
のウ

舟
わ
た
し
。
み中

ウや
へ
あ
が
れ
ば
ち
り
ふ
へ
四
里
の
。
し
ゆ
く
にウ

こ
ろ
り

は
岡
崎
女
郎
衆
。

ウ〳〵
。
を
かハ

ル

崎
女
郎
衆
と
。
もウ

つ
れ
ねウ

よ
や中

れ
藤
川
に
。
思
ひ

ウ〳〵
のキ

ン

君
待
う
け
て
とヲ

ク
リく

前
。
だ
れ
の
あウ

か
坂

や
よ
し
田
ふ
た
川
。
し歌
ハ
ルら
す
か
ち
よ
い
と
こ
へ
て
。
手
はハ

ル
ん
ご
ざ
る
か
。
ふ
り
袖ハ

ル
に
ャ地

此
こ
の
。
あウ

ら
ゐ
今ウ

中ぎ
れ
。
舟
に
め
せ
〳
〵
。

は
ま
ぐ
り
め
せ
の
。
は
ま
ぐ
り
〳
〵
は
ま
松
迄
。
前
坂
三
里
ナ
な
じ
み
見
つ
け
の
。
と
ま
り
と
聞
ば
。
誰
も
お
し
ま
ぬ
。
島
の
さ
い

ふ
の
袋
井
や
。
乗
か
け
が
は
を
飛
を
り
て
。
き
げ
ん
ゑ
が
ほ
や
サ
ア
に
つ
坂
の
わ
ら
び
も
ち
。
こ
し
な
は
な
ん
ぞ
日
本
一
の
大
井

が
は
。
さ
い
に
無
の
字
を
打
出
せ
ば
水
の
出
ば
な
の
八
十
川
の
島
田
。
か
な
や
に
二
日
の
よ
ど
み
。
仕
合
吉
の
旅
す
ご
六
里
。

当
時
の
各
種
の
叢
書
で
の
作
品
本
文
で
は
、
例
え
ば
Ｃ
『
近
松
傑
作
全
集
』
の
場
合

⑤

⑥
⑦

⑧
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⑤�

お
つ
と
桑く
わ
な名
の
舟ふ
な
わ
た渡
し
、
宮み
や

へ
上あ
が

れ
ど
池ち

り

ふ
鯉
鮒
へ
四
里り

の
、
宿し
ゆ
く

に
こ
ろ
り
は
歌
岡お
か
ざ
き崎
女ぢ
よ
ろ郎
し
ゆ
〳
〵
、
岡お
か
ざ
き崎
女ぢ
よ
ろ郎
し
ゆ
と
、
も

つ
れ
寝ね

よ
や
れ
藤ふ
ぢ
か
は川
に
、
思お
も

ひ
〳
〵
の
君き
み
ま
ち
う
け

待
受
て
、
ナ
グ
リ
解と

く
前ま
へ
だ
れ垂
の
赤あ
か
さ
か坂
や
吉よ
し
だ田

⑥�
手し
ゆ
は
ん判
ご
ざ
る
か
振ふ
り
そ
で袖
に
　
地
ヤ
此こ
れ

こ
の
、
新あ
ら
ゐ居
今い
ま

ぎ
れ

⑦�
舞ま
ひ
さ
か坂
三
里
な
　
地

馴な
じ
み

見み
つ
け附
の
　
フ
シ
泊と
ま

り
と
聞き
け

ば
、
誰た
れ

も
惜お
し

ま
ぬ
嶋し
ま

の
財さ
い
ふ布
の
袋ふ
く
ろ
ゐ井
や
、
の
り
掛か
け
が
は川
を

⑧�

骰さ

い子
に
無む

の
字じ

を
打う
ち
だ出
せ
ば
水み
づ

の
出で

ば
な
の
八や

そ十
川か
は

の
、
島し
ま
だ田
金か
な
や谷
に
二
日
の
よ
ど
み
、
仕し
あ
は
せ合
よ
し
の

の
よ
う
に
、
漢
字
や
句
読
点
の
改
訂
の
加
わ
っ
た
原
文
で
は
あ
る
が
、
道
行
文
全
体
の
活
字
翻
刻
は
一
般
の
読
者
に
享
受
さ
れ
て
い
る
。

⑤
～
⑧
の
よ
う
な
教
科
書
本
文
の
改
変
は
、
長
い
文
章
を
教
材
と
し
て
適
度
な
分
量
に
収
め
る
た
め
の
部
分
的
省
略
と
も
考
え
ら
れ
る

が
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
も
⑤
の
岡
崎
女
郎
衆
の
赤
い
前
垂
れ
や
⑦
馴
染
み
と
の
泊
り
等
、
若
干
性
的
な
内
容
を
連
想
さ
せ
る
卑
俗
な
表
現

等
を
、
中
等
学
校
の
教
材
内
容
と
し
て
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
も
の
と
し
て
避
け
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
箇
所
に
、
国
語
科

教
材
の
編
集
者
側
の
改
訂
の
意
図
が
窺
え
る
。

四
　『
丹
波
与
作
』
の
教
材
観
と
解
釈
の
可
能
性

国
語
教
材
と
し
て
の
『
丹
波
与
作
』
の
指
導
の
要
点
に
つ
い
て
考
え
る
。

ま
ず
、
⑴
の
道
中
双
六
の
段
は
、
前
掲
の
道
行
文
の
⑤
～
⑧
の
箇
所
の
よ
う
な
（
各
教
科
書
そ
れ
ぞ
れ
で
程
度
の
多
少
異
な
る
）
本

文
の
改
変
（
傍
線
部
）
が
行
わ
れ
つ
つ
、
戦
後
に
至
る
ま
で
古
文
教
材
と
し
て
採
用
さ
れ
続
け
て
い
る
。
以
下
に
そ
の
例
を
示
す
。

・�（
前
略
）
お
つ
と
桑
名
の
舟
わ
た
し
。
吉
田
・
二
川
・
白
須
賀
ち
よ
い
と
越
え
て
。
新
居
・
今
切
、
舟
に
召
せ
〳
〵
、
蛤
召
せ
の
は

ま
ぐ
り
〳
〵
浜
松
ま
で
舞
阪
三
里
な
。
の
り
掛
川
を
飛
び
お
り
て
、
機
嫌
笑
顔
や
、
さ
あ
日
坂
の
蕨
餅
。

　（
安
藤
正
次
・
東
條
操
『
新
制
女
子
国
語
読
本
四
年
制
用
　
巻
八
』「
９ 
馬
方
三
吉
」（
三
省
堂
、
昭
13
・
１
修
正
再
版
▽
）

・�（
前
略
）
お
つ
と
桑
名
の
舟
わ
た
し
、
み
や
へ
上
れ
ば
池
鯉
鮒
へ
四
里
の
、
宿
に
こ
ろ
り
は
岡
崎
女
郎
衆
。
と
く
前
垂
の
赤
坂
や
、

よ
し
田
二
川
、
白
須
賀
ち
よ
い
と
越
へ
て
、
手
判
ご
ざ
る
か
、
ふ
り
袖
に
、
此
こ
の
新
居
今
切
、
舟
に
召
せ
召
せ
蛤
召
せ
の
、
は
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ま
ぐ
り
は
ま
ぐ
り
浜
松
迄
、
前
坂
三
里
、
な
じ
み
見
付
の
と
ま
り
と
聞
け
ば
、
誰
も
惜
し
ま
ぬ
し
ま
の
財
布
の
袋
井
や
。
乗
り
掛

川
を
飛
び
下
り
て
、
機
嫌
笑
顔
や
さ
あ
日
坂
の
蕨
餅
、（
以
下
略
）

�

（
斎
藤
清
衛
・
金
子
金
治
郎
共
編
『
新
註
古
典
文
学
抄 

下
巻 

改
訂
版
』
中
央
図
書
、
昭
29
・
４
重
版
＊
）

・�（
前
略
）
お
つ
と
く
は
な
の
舟
渡
し
、
宮
へ
あ
が
れ
ば
池
鯉
鮒
へ
四
里
の
、
吉
田
、
二
川
、
白
須
賀
ち
よ
い
と
越
え
て
、
手
判
ご
ざ

る
か
、
振
袖
に
、
ヤ
こ
の
こ
の
、
新
居
、
今
切
、
舟
に
召
せ
召
せ
、
は
ま
ぐ
り
召
せ
の
、
は
ま
ぐ
り
は
ま
ぐ
り
浜
松
ま
で
、
前
坂

三
里
ナ
、
乗
り
掛
川
を
と
び
お
り
て
、
き
げ
ん
え
が
ほ
や
サ
ア
日
坂
の
わ
ら
び
餅
、（
以
下
略
）

　�（
武
田
祐
吉
・
久
松
潜
一
・
吉
田
精
一
編
『
高
等
学
校
古
典
　
乙
一
古
文
２
改
訂
版
』、
角
川
書
店
昭
44
・
１
、「
浄
瑠
璃
「
道
中

す
ご
ろ
く
」」）

指
導
資
料
で
本
文
の
省
略
に
つ
い
て
解
説
し
た
例
で
は
、
そ
の
改
変
が
教
科
書
教
材
採
用
に
際
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も

示
さ
れ
て
い
る
。

・�

こ
こ
の
四
里
は
、
宮
か
ら
池
鯉
鮒
へ
四
里
、
池
鯉
鮒
か
ら
四
里
の
宿
に
岡
崎
が
あ
る
と
二
度
に
働
く
。
こ
の
所
の
省
略
は
、
四
里

の
し
ゆ
く
に
「
こ
ろ
り
は
岡
崎
女
郎
衆
、
〳
〵
、
岡
崎
女
郎
衆
と
、
も
つ
と
寝
よ
や
れ
」
藤
川
に
、
で
あ
る
。（「【
池
鯉
鮒
】」）

　
　
　
　
　
　
　�

中
村
幸
彦
「
劇
文
学
単
元（
二
）丹
波
与
作
待
夜
の
こ
む
ろ
ぶ
し
」よ
り「
註
解 

通
釈
」、
遠
藤
嘉
基
・
野
間
光
辰
・

池
上
禎
造
監
修 『
国
語
科
乙
類
副
読
本
　
高
等
国
文 

巻
三 

教
授
資
料
』
中
央
図
書
出
版
社
、
昭
29
・
６
＊
）

こ
の
段
の
教
材
観
と
し
て
は
、
昭
和
十
年
代
の
教
科
書
指
導
書
に
既
に
、
次
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。

・�

道
行
が
土
地
々
々
の
名
物
に
取
材
し
て
、
縁
語
・
掛
詞
の
妙
味
を
織
り
交
ぜ
、
音
律
美
を
成
立
さ
せ
る
と
共
に
、
姫
君
の
感
興
を

惹
く
に
足
る
遊
び
ら
し
く
仕
組
ん
で
ゐ
る
あ
た
り
、
用
意
あ
る
筆
法
と
い
つ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。（「
三 

馬
追
三
吉
」）

�

（
岩
波
編
輯
部
編
『
国
語
　
学
習
指
導
の
研
究
　
巻
十
』
岩
波
書
店
、
昭
14
・
４
第
二
版
＊
※
初 

昭
14
・
１
）

古
典
的
な
「
道
行
文
」
の
方
法
を
用
い
た
浄
瑠
璃
の
文
体
で
あ
り
、
語
り
出
さ
れ
る
言
葉
に
込
め
ら
れ
た
空
間
の
意
識
、「
縁
語
・
掛

詞
の
妙
味
」
の
感
覚
を
味
わ
え
る
教
材
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
馬
子
の
少
年
の
口
調
に
よ
る
、
浄
瑠
璃
の
庶
民
的
な
、
や

や
卑
俗
な
ユ
ー
モ
ア
も
所
々
に
交
え
た
表
現
に
よ
っ
て
、
王
朝
の
和
歌
や
物
語
と
は
ま
た
違
っ
た
古
文
の
縁
語
・
掛
詞
の
駆
使
の
面
白
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国
語
教
材
と
し
て
の
「
丹
波
与
作
」

さ
、
東
海
道
の
地
名
の
並
べ
方
と
移
動
の
感
覚
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
文
章
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
教
材
観
は
、
今
日
の
国
語
科
に
お

け
る
「
伝
統
的
な
言
語
文
化
」
理
解
の
指
導
に
も
か
な
う
普
遍
的
な
も
の
で
あ
り
、
戦
前
戦
後
も
共
通
し
て
「
道
中
双
六
」
の
段
が
採

用
さ
れ
て
き
た
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
⑵
滋
野
井
子
別
れ
の
部
分
は
、

姫
君
樣
は
関
東
へ
養
子
嫁
子
に
お
下
り
。
高
い
も
低
い
も
姫
御
前
は
大
事
の
も
の
。
先
は
他
人
の
世
間
体
。
三
吉
と
い
ふ
馬
追
が

乳
兄
弟
に
あ
る
な
ど
と
、
ど
う
妨
に
な
ら
う
や
ら
。
蟻
の
穴
か
ら
堤
も
崩
れ
る
。
軽
い
樣
で
重
い
事
。
ひ
そ
〳
〵
言
う
て
人
も
聞

く
。
ま
づ
早
う
出
て
く
れ
。」
と
泣
く
〳
〵
い
へ
ば
。「
あ
ゝ
、
母
樣
あ
ん
ま
り
遠
慮
過
ぎ
ま
し
た
。
先
づ
言
う
て
見
て
下
さ
れ
。」

「
ま
だ
言
ひ
居
る
か
、
聞
分
け
な
い
。
夫
の
事
、
我
が
子
の
事
、
母
に
如
才
が
あ
る
も
の
か
。
合
点
の
悪
い
。
聞
分
け
な
い
。」

�

（『
中
学
国
文
教
科
書
（
修
正
二
十
一
版
用
）』
巻
十
「
一
九
　
馬
追
三
吉
」
＊
）

と
い
う
、
ま
さ
に
『
丹
波
与
作
』
上
之
巻
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
場
面
で
あ
る
。
昭
和
初
期
の
教
授
指
導
書
等
に
は
、
次
の
よ
う
な
指

導
の
要
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

・�

最
愛
の
一
子
が
落
ち
ぶ
れ
た
可
憐
の
姿
を
見
な
が
ら
、
主
の
身
を
思
ふ
が
為
に
心
強
く
も
叱
つ
て
之
を
遠
ざ
け
る
重
の
井
の
哀
情
、

さ
り
乍
ら
肉
親
の
縁
は
絶
つ
に
由
な
く
、
優
し
い
母
の
愛
情
は
抑
へ
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
こ
の
、
義
理
と
人
情
と
の
葛
藤
に
、

心
を
砕
く
乳
母
重
の
井
の
心
中
を
叙
し
た
世
話
物
浄
瑠
璃
の
一
部
で
あ
る
。
重
の
井
子
別
れ
と
い
ふ
、
涙
を
催
ほ
さ
し
め
る
有
名

な
場
面
で
哀
切
を
極
め
た
ロ
オ
マ
ン
ス
で
あ
る
。
こ
の
浪
漫
的
傾
向
が
、
西
鶴
の
自
然
主
義
的
傾
向
と
対
蹠
的
な
も
の
に
あ
る
わ

け
で
、
近
松
の
特
質
は
こ
ゝ
に
あ
る
の
で
あ
る
。
又
、
当
時
の
観
衆
を
讃
歎
せ
し
め
た
の
も
こ
ゝ
に
そ
の
原
因
が
あ
る
と
考
へ
ら

れ
よ
う
。
近
松
の
こ
の
武
士
道
的
、
儒
教
的
思
想
を
底
流
と
し
た
理
想
主
義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
イ
を
、
元
禄
と
い
ふ
時
代
を
背
景
と

し
て
考
察
せ
し
め
た
い
。（「
主
眼
點
・
文
意
」）

�

（
修
文
館
編
輯
部
編
『
女
子
新
国
語
読
本
第
二
版
教
授
参
考
書
』
巻
九
「
一
四
　
重
の
井
」、
修
文
館
、
昭
11
・
10
▽
）

・�

滋
野
井
・
三
吉
問
答
の
場
は
、
子
の
至
情
と
母
の
愛
と
の
纏
綿
が
、
恩
義
あ
る
姫
君
へ
の
奉
公
に
抑
へ
ら
れ
て
哀
切
を
極
め
、
聴

く
者
の
心
に
断
腸
の
思
ひ
を
そ
ゝ
ら
ず
に
は
措
か
な
い
。
姫
君
出
立
の
乗
物
に
添
う
て
、
姫
を
慰
め
る
為
の
馬
子
唄
は
、
綿
々
と
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し
て
尽
き
な
い
悲
調
と
し
て
永
遠
に
人
々
の
心
に
残
る
。
元
禄
期
に
於
け
る
人
間
解
放
の
文
藝
と
し
て
、
人
間
の
情
感
を
近
松
ほ

ど
烈
し
く
揺
る
が
し
た
作
家
は
そ
の
例
に
乏
し
い
。
ま
た
そ
の
表
現
が
、
円
味
が
あ
つ
て
ね
つ
と
り
し
た
関
西
語
を
以
て
進
め
ら

れ
て
ゐ
る
た
め
に
、
内
実
と
相
俟
つ
て
感
激
を
深
か
ら
し
め
る
も
の
が
あ
る
。

�

（
岩
波
編
輯
部
編
『
国
語
　
学
習
指
導
の
研
究
　
巻
十
』
岩
波
書
店
、
前
掲
＊
）

「
義
理
と
人
情
と
の
葛
藤
」「
子
の
至
情
と
母
の
愛
と
の
纏
綿
」
と
い
っ
た
、
極
め
て
「
哀
切
」
な
作
品
の
情
感
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

前
掲
の
高
等
女
学
校
用
教
科
書
に
採
用
さ
れ
た
『
丹
波
与
作
』
教
材
に
「
子
別
れ
」
場
面
中
心
の
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
の
も
、
道
中

双
六
の
表
現
の
卑
俗
さ
を
避
け
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
母
子
の
情
の
テ
ー
マ
の
重
視
が
一
因
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
教
材
観
に
は
当
時
の
研
究
成
果
に
よ
る
作
品
観
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
、
大
正
期
の
文
学
教
育
的
観
点
の
例
と

し
て
、
次
の
五
十
嵐
力
『
評
釈
国
文
史
』（
博
文
館
、
大
８
＊
）
に
お
け
る
近
松
像
の
解
説
を
参
照
し
た
い
。

・�

西
鶴
が
専
ら
性
欲
生
活
を
写
し
、
芭
蕉
が
閑
寂
味
を
の
み
辿
つ
て
居
た
の
に
対
し
て
、
近
松
は
王
侯
、
貴
族
、
武
家
、
町
人
、
遊

女
、
乞
食
、
盗
賊
、
あ
ら
ゆ
る
階
級
の
あ
ら
ゆ
る
生
活
に
興
味
を
持
ち
、
善
悪
正
邪
あ
ら
ゆ
る
行
為
に
同
情
し
、
而
し
て
そ
の
思

想
を
あ
の
丸
い
、
温
か
い
、
暢の

ん

び
り
し
た
、
美
し
い
、
自
由
な
文
章
に
現
は
し
た
。

・�

…
あ
ら
ゆ
る
方
面
の
あ
ら
ゆ
る
事
物
を
立
派
に
映
し
出
す
八
面
玲
瓏
の
筆
を
有
つ
て
居
た
が
、
其
の
最
も
得
意
に
写
し
た
の
は
元

禄
町
人
の
情
生
活
で
あ
つ
た
。
又
古
今
内
外
の
あ
ら
ゆ
る
聖
賢
の
教
を
尊
ん
で
ゐ
た
が
、
最
も
興
味
を
持
っ
た
の
は
恋
す
る
男
女

の
義
理
に
絡
ま
れ
必
至
の
運
命
に
操
ら
れ
て
破
滅
に
陷
る
悲
劇
の
心
理
で
あ
つ
た
。
謂
は
ゆ
る
彼
れ
の
世
話
物
、
即
ち
心
中
物
は
、

元
禄
時
代
の
此
の
種
の
生
活
、
此
の
種
の
心
理
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。

�

（「
第
二
十
四
　
老
の
姿
、
熱
鐵
の
涙
（
近
松
門
左
衛
門
）」）

近
代
以
降
の
近
松
研
究
に
よ
る
「
人
物
の
心
理
を
描
い
た
」
戯
曲
作
品
と
し
て
の
評
価
の
高
さ
と
そ
の
作
品
観
が
、
中
等
学
校
国
語

教
科
書
や
高
等
師
範
学
校
及
び
高
等
学
校
の
文
学
史
や
古
典
講
読
教
材
の
教
材
観
に
反
映
さ
れ
、
時
代
物
だ
け
で
は
な
く
世
話
物
が
、

あ
る
い
は
時
代
物
で
も
人
情
の
機
微
の
展
開
す
る
場
面
が
、
教
材
に
採
用
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

た
だ
し
今
日
的
に
見
る
と
、
こ
の
『
丹
波
与
作
』
指
導
書
解
説
に
も
み
ら
れ
た
「
武
士
道
的
、
儒
教
的
思
想
を
底
流
と
し
た
理
想
主
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国
語
教
材
と
し
て
の
「
丹
波
与
作
」

義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
イ
」
に
つ
い
て
は
、
先
述
し
た
よ
う
な
（
修
身
科
と
は
異
な
る
）
国
語
科
の
教
材
と
し
て
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
う
べ

き
か
、
と
い
う
問
題
も
あ
る
。
様
々
な
思
惑
が
働
き
、
最
後
に
親
子
関
係
の
救
済
が
も
た
ら
さ
れ
る
下
之
巻
の
祝
言
的
結
末
は
、
上
之

巻
最
後
の
悲
し
さ
が
喜
び
へ
と
報
わ
れ
る
印
象
を
与
え
る
が
、
そ
れ
ら
を
含
め
て
旧
時
代
的
な
イ
メ
ー
ジ
の
作
品
観
が
戦
後
も
色
濃
く

残
っ
て
影
響
し
、
昭
和
四
十
年
代
以
降
の
『
丹
波
与
作
』
等
の
教
材
採
用
の
減
少
を
招
く
一
因
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
母
子
の
場
面
に
つ
い
て
、
戦
後
の
研
究
で
は
「
親
子
の
悲
劇（
（1
（

」
と
い
う
解
釈
か
ら
、「
母
と
離
別
し
た
三
吉
の
「
伊
達
の
与
作
が

惣
領
」
と
い
う
自
覚
と
、
そ
の
与
作
の
不
在
と
、
―
そ
れ
こ
そ
が
上
之
巻
に
お
け
る
、「
次
の
展
開
を
要
求
す
る
よ
う
な
新
し
い
契

機
」
と
な
る
は
ず
」
と
い
う
井
口
洋
の
指
摘（
（1
（

、
あ
る
い
は
白
倉
一
由
の
「
近
松
は
人
間
の
心
と
生
き
方
を
問
題
に
し
て
い
る
の
で
、
滋

野
井
の
心
の
葛
藤
を
大
き
く
取
り
上
げ
賛
美
し
て
い
る
よ
う
に
取
れ
る
が
、
三
吉
の
側
に
あ
っ
て
三
吉
を
書
こ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る（
（1
（

」
等
の
解
釈
も
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
作
品
の
観
方
を
受
け
、
三
巻
の
う
ち
上
之
巻
か
ら
前
半
の
三
吉
の
大
人
び
た

態
度
と
後
半
の
子
供
っ
ぽ
さ
の
造
型
か
ら
、「
実
際
の
と
こ
ろ
、
母
の
道
理
に
心
か
ら
納
得
し
た
わ
け
で
は
な
い
ま
ま
」
旅
を
続
け
て
き

た
三
吉
の
中
之
巻
の
「
盗
み
」
の
行
為
が
、「
不
自
然
な
人
間
関
係
を
す
っ
き
り
さ
せ
る
た
め
の
一
種
の
賭
け
」
で
あ
っ
た
可
能
性
を
指

摘
す
る
平
田
澄
子
の
解
釈（
（1
（

も
あ
る
。
単
な
る
孝
不
孝
の
徳
目
の
価
値
観
に
限
定
せ
ず
、
今
日
こ
の
教
材
を
読
む
に
は
、
作
品
世
界
の
社

会
的
状
況
下
で
の
成
員
相
互
の
立
場
と
関
係
か
ら
生
ま
れ
る
抑
圧
や
葛
藤
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
登
場
人
物
た
ち
が
そ
の
場
毎

に
何
を
「
取
る
べ
き
行
動
」
と
判
断
し
て
発
話
し
て
い
る
の
か
、
相
互
の
行
為
と
心
理
の
表
裏
を
分
析
す
る
観
点
か
ら
の
台
詞
や
詞
章

の
読
み
直
し
が
、
読
解
指
導
に
求
め
ら
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

明
治
末
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
の
文
学
作
品
の
国
語
教
材
採
用
例
の
増
加
の
背
景
に
は
、
当
時
の
国
語
科
に
お
け
る
「
文
学
教
育
」

の
意
識
の
高
ま
り
や
、
教
材
と
な
る
作
品
の
「
古
文
」
観
及
び
「
古
典
（
カ
ノ
ン
）」
観
の
変
化
も
関
係
し
て
い
る
。
西
鶴
や
秋
成
の
作

品
と
同
様
、『
丹
波
与
作
』
の
よ
う
な
近
松
浄
瑠
璃
の
「
文
学
教
材
」
教
材
化
の
背
景
に
も
、
近
代
か
ら
見
た
文
学
作
品
＝
戯
曲
と
し
て

の
近
世
文
学
受
容
の
様
相
が
窺
え
る
。
あ
る
時
期
に
近
松
の
特
定
の
作
品
の
教
材
採
用
が
集
中
す
る
傾
向
、
ま
た
、
旧
制
中
学
用
と
高

等
女
学
校
用
と
で
採
用
作
品
の
傾
向
が
分
か
れ
る
要
因
等
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
考
察
し
た
い
。
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注

	
本
論
で
は
戦
前
の
教
科
書
本
文
や
書
名
の
引
用
に
あ
た
り
、
漢
字
を
現
行
の
字
体
に
改
め
た
。
各
公
共
図
書
館
や
大
学
図
書
館
の
蔵
本
以
外
に
、
＊
＝
国

立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
▽
＝
架
蔵
書
を
使
用
し
た
こ
と
を
示
す
。

（
１
）		
拙
稿
「
西
鶴
「
古
典
」
化
の
経
過
―
教
授
要
目
改
正
と
『
万
の
文
反
古
』
教
材
化
―
」『
文
藝
と
思
想
』
79
、
平
27
・
２
）、
同
「
国
語
教
材
と
し

て
の
『
藤
簍
冊
子
』「
月
の
前
」
―
近
世
文
学
作
品
教
材
化
の
動
向
―
」（『
文
藝
と
思
想
』
81
、
平
29
・
２
）
等
。

（
2
）		

東
晴
美
「
伝
統
演
劇
か
ら
み
る
近
代
―
逍
遥
の
近
松
研
究
―
」（『
総
合
研
究
大
学
院
大
学
文
化
科
学
研
究
』
28
、
平
18
・
３
）

（
3
）		

佐
藤
彰
「「
帝
国
文
学
」
と
近
松
―
近
松
研
究
史
（
一
）
―
」（『
日
本
文
学
』
13
・
10
、
昭
39
・
10
）

（
4
）		

（
３
）
に
同
じ
。

（
5
）		

佐
藤
彰
「
転
換
期
の
近
松
研
究
―
近
松
研
究
史
（
二
）
―
」（『
日
本
文
学
』
14
・
７
、
昭
40
・
７
）

（
6
）		

鳥
居
フ
ミ
子
『
元
禄
浄
瑠
璃
の
展
開
』（
勉
誠
出
版
、
平
15
・
２
）
及
び
『
日
本
古
典
籍
書
誌
学
辞
典
』（
岩
波
書
店
、
平
11
・
３
）
解
説
項
目
参
照
。

（
7
）		

田
坂
文
穂
編
『
旧
制
中
等
教
育 
国
語
科
教
科
書
内
容
索
引
』（
教
科
書
教
育
セ
ン
タ
ー
、
昭
58
・
２
）

（
8
）		

阿
武
泉
監
修 『
読
ん
で
お
き
た
い
名
著
案
内
　
教
科
書
掲
載
作
品
１
３
０
０
０
」（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、
平
20
・
４
）

（
9
）		

眞
有
澄
香
『
孝
子
・
毒
婦
・
烈
女
の
力
―
近
代
日
本
の
女
子
教
育
―
』（
双
文
社
出
版
、」
平
26
・
２
） 

（
10
）		

以
下
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
74
『
近
松
門
左
衛
門
集
１
』（
小
学
館
、
平
９
・
３
）、『
近
松
全
集
』
５
（
岩
波
書
店
、
昭
61
・
７
）
参
照
。 

（
11
）		

平
田
澄
子
「『
丹
後
与
作
待
夜
の
こ
む
ろ
ぶ
し
』
考
―
父
と
子
の
馬
子
歌
―
」（『
近
松
浄
瑠
璃
の
成
立
と
展
開
』
新
典
社
、
平
22
・
３
） 

（
12
）		

高
永
珍
「
近
松
世
話
浄
瑠
璃
『
丹
波
与
作
待
夜
の
こ
む
ろ
ぶ
し
』
の
構
造
―
地
名
描
写
か
ら
見
る
語
り
物
と
し
て
の
特
徴
と
創
作
―
」（『
同
志
社

国
文
学
』
74
、
平
23
・
３
）

（
13
）		

拙
稿
「
戦
前
の
国
語
教
科
書
と
西
鶴
浮
世
草
子
―
「
蚤
の
籠
ぬ
け
」
教
材
と
作
品
受
容
―
」（『
日
本
文
学
』
第
63
巻
第
１
号
、
平
26
・
１
）
に
指

摘
し
た
、
明
治
～
大
正
期
に
再
発
見
さ
れ
翻
刻
本
文
が
次
第
に
改
訂
さ
れ
て
い
く
『
西
鶴
諸
国
ば
な
し
』
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。 

（
14
）		

廣
末
保 「
主
題
の
分
裂
に
つ
い
て
―
『
丹
波
与
作
待
夜
の
小
室
節
』
と
『
長
町
女
腹
切
』」（『
近
松
序
説
　
増
補
版
』
未
来
社
、
昭
38
・
10
）

（
15
）		

井
口
洋
「『
丹
波
与
作
待
夜
の
こ
む
ろ
ぶ
し
』
論
」（『
近
松
世
話
浄
瑠
璃
論
』、
和
泉
書
院
、
昭
61
・
３
） 

（
16
）		

白
倉
一
由
「『
丹
波
与
作
待
夜
の
小
室
節
』
の
主
題
」（『
日
本
文
芸
論
集
』
28
、
平
７
・
12
） 

（
17
）		

（
11
） 

に
同
じ
。

		


な
お
、
本
稿
は
平
成
二
十
八
年
度
～
三
十
年
度
科
学
研
究
費
・
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
国
語
教
科
書
の
日
本
近
世
作
品
教
材
の
研
究
―
解
釈
受
容
と
教
育

の
展
開
の
分
析
」（
研
究
代
表
者 

大
久
保
順
子
、
課
題
番
号16 K02412

）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


